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要 約

成牛の股関節脱臼は，分娩後に発生した症例や発生後12時間を経過した症例では非観血的整復の予後は悪いと報告

されているが，分娩2日後に滑走 ・転倒によって起立不能に陥り，その5日後に股関節後上方脱臼と診断したホルスタ

イン種搾乳牛 (4歳，体重約750kg)に非観血的脱臼整復術を行った結果，脱臼は整復され，順調に生産活動に復した.

乳熱や坐骨神経麻療の臨床症状がなかったことが非観血的整復の成功した理由であると考えられた.

一一キーワード:成牛，股関節脱臼，非観血的脱臼整復術.

症 伊リ

ホルスタイン種雌牛(推定体重750kg，2産次， 4歳齢)

が分娩2日後に分娩房からフリーストールに移動する際

に左後肢を前方に滑らせて転倒した.患牛は起立不能とな

り，吊起すると数分間起立可能であったが，左後肢が外転

し，負重できなかうた.5日後には吊起しでも起立姿勢を

まったく維持できなくなったとのことで，往診を依頼され

た.初診時，患牛は左側を上にした胸骨臥位で，左後肢は

前方へ伸張・外転し，起立不能であった.BCS3.25，体温

38.6 'C，心拍数80回/分，呼吸数18回/分で，活気と食欲

は低下していた.左側腰部の触診では大転子が後上方に

変位したために寛結節，大転子および坐骨結節は一直線

上に並ぴ，後肢の受動運動時に大転子上に置いた手で異

常な可動を触知した(図1).また大転子上の聴診で骨性捻

髪音を聴取した.左側大腿二頭筋外側頭の軽度の腫脹以

外に後肢帯筋の異常は認められず，股関節以外の関節にも

異常は認められなかった.左後肢の屈曲反射は正常で皮膚

の痛覚に異常は認められなかった.吊起すると雨前肢およ

び、右側後肢は正常に負重可能であったが，左後肢は負重を

減じて外転・伸張し，肢の長さが対側肢に比べて短縮し

ているようにみえた.また寛結節，大転子および坐骨結節

の位置関係が右側の健康肢と比べ明らかに不対称性を呈

していた.直腸検査では股関節下方脱臼の際に認められる
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見は認められなかった.以上の所見を総合して股関節後上

方脱臼と診断し，ただちに非観血的脱臼整復術を試みた.

非観血的脱臼整復術

無麻酔下で患牛を右側横臥位にし，左後肢の鼠径部に

太いロープを通してこれを牛舎の柱に縛り，牛の後躯を

固定した.左倶ij後肢(催患肢)の球節の上にロープをかけ

スキッドローダーで斜め前方に牽引した.同時に助手は

肢全体が内転するように膝と飛節を回転させた.術者は

大転子を股関節内に整復するように斜め前方に圧迫した

(図2).整復開始後数分で大腿骨頭が寛骨臼内に整復され

る骨性の衝撃が触知され，大転子の位置も左右対称の位

置に戻り，可動域の異常も消失し，肢が容易に屈曲でき

るようになった.整復後胸骨臥位にすると，肢の外転は消

失し肢を屈曲させた姿勢を維持することが可能になった.

再脱臼防止のため，両後肢をホップlレで締結し敷料を十

分敷き安静にするように指示し，フルニキシンメグルミ

ン(フォーベット 50，シェリング ・プラウアニマルヘルス

側，東京)300mgを3日間投与した.患牛は翌日には起

立可能になり，後肢の外転やナックルなどの異常肢勢は

みられず，食欲も増加した.整復3日後までは催患肢の

負重が弱く，整復後4日固までは左瞥部の腫脹が認めら

れたが，その後肢行と腫脹は消失した.8日間タイストー

ルで係留してからフリーストールに移し，その後5カ月

経過するが異常はなく，正常に生産活動を行っている.
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分娩後に発生した股関節後上方脱臼の非観血的整復術

図l 左後肢の伸張と外転が認められ，大転子は後方の坐

骨端への近接と上方への変位が認められた.牢印は反

対側の健康肢の大転子位置を示す.整復後，大転子は

*印の位置に復し，左右の位置も対称になった.

a .腰角 b :大転子 c 坐骨端

考 察

牛の股関節脱臼は乳牛に多く，外傷時か分娩後に発症す

ることが多い [1-3].典型的には，発情時に来駕されたり，

閉鎖神経麻痔，転倒，乳熱などに継発する例があげられる

[1-3J.股関節脱臼は前上方脱臼が最も多く，負重不能，

患肢の外転，短縮，屈曲困難，大腿骨大転子の前上方変位

などの症状を示す[1-3].脱臼の方向は変位した大転子の

位置によって診断される [1，4].下方への脱臼は直腸検査

により閉鎖孔内 (後下方脱臼)および恥骨前縁 (前下方脱

臼)に大腿骨頭が触知されることによって診断され白， 3]，

多くの場合起立不能である [1，2J.本例では直腸検査所見

で異常は認められず，起立不能で，肢の外転，屈曲困難，健

康肢に比べ肢が短縮し大転子の位置が後上方へ明瞭に変位

していたことから後上方脱臼と診断した.Greenough [5J 

は脱臼，陪患肢の伸張，屈曲困難，肢の外転は前上方脱臼に

特徴的な症状であると報告しているが， Larcombeら[4J

は観察した 40例の股関節脱臼では脱臼の方向に関係な

く類似の症状が認められたと報告 している.後上方脱臼

であった本症例においても Larcombeらの報告のように

脱臼権患肢の伸張，屈曲困難，肢の外転が認められた.身

体検査による股関節脱臼の診断精度は高く， Tulleners 

ら [6Jは大学病院に来院した股関節疾患が疑われる 24

例のうち 9l.7%を身体検査によ って正確に診断できた

が，脱臼と大腿骨近位の骨折との鑑別ができなかったと

報告している.本例は整復後，速やかに回復したこ とか

ら大腿骨に骨折は存在しなかったと推測された.

非観血的脱臼整復の成功率は3/8例 [7]， 3/4例 [5J，

1/5例 [8J，30/40例 [4J，20/47例 [9J，1/2例[1oJ

などさまざまである.本症例に認めた後上方脱臼の発症

頻度は低く [IJ，Greenough [IIJやWeaver[l2J 

図2 整復方法の模式図

①患肢を上にした状態で牛を横臥させる

②鼠径郁に太いロープを通して柱に縛り後躯を固定する.

③球節の上にロープをかけ斜め前方にスキッドローダ

ーで牽ヲI(この牽引力はかなり強い力を要するに

任渇と同時に助手が肢全体を内転するように膝を内方

に，飛節を外方に回転させ，術者は大転子が覚骨臼

内に戻るように斜め前方に圧迫した.

は前上方脱臼以外の方向の脱臼は予後不良で、あるとして

いる.Larcombeら [4Jは後下方脱臼および閉鎖神経

麻簿，乳熱を合併している場合および体重の重いホルス

タイン種で、は予後が悪かったと報告している.またNe¥-

sonら [13Jの総説ではダウナーに陥った股関節脱臼の

治療が成功することはまれであると記述している.非観

血的脱臼整復後の予後を調査した研究 [9Jでは，起立

可能なこと (85% vs 11 %)， 3歳齢以下であること

(81 % vs 23%)，脱臼の方向が前方の脱臼であること

(82% vs 31 %)，脱臼から 12時間以内であること

(56% vs 8%)，発情中であること (77% vs 30 %) ，体

重が400kg以下であること (63%vs 30%)，などが脱

臼整復成功率の高い因子であった.これらの報告に基づ

けば本症例の予後は必ずしもよいとは判断できない.本

症例で治療が奏功した理由と して，乳熱の臨床症状がな

く， Ca剤を投与することなく治癒したことから判断し

て明らかな低Ca血症がなく，股関節脱臼に催患した牛

としては，瞥部の筋肉の腫脹が軽度で、，筋肉のダメージ

が比較的少なかったことが挙げられる.また，視診およ

び触診において後肢の筋肉群に腫脹や硬結感などは認め

られなかった.これは起立不能に陥っている聞の飼育環

境が， 1年前に設置されたばかりの柔らかいウレタンマ

ットの上に敷料が敷かれた状態で管理されており，軟部

組織の損傷を最低限に留めた理由の一つであると考えら

れた.本例に行った神経学的検査は神経機能を正確に判

断するには不十分であるが，整復前の屈曲反射が正常で

あったことは，坐骨神経のダメージが軽度であったと推

測され，これも治療の成功した理由かもしれない.ま

た，整復翌日の起立肢勢は， 坐骨神経に障害を受けたと



清水大樹田口清池ノ内存

きの症状がなく，坐骨神経のダメージが軽度であったと

推測される.過去の予後に関する報告 [4-10]では詳細

な神経学的検査が行われておらず，今後は牛の臨床現場

で行える神経学的検査を行い，予後判定の指針として，

検討する必要がある.さらに脱臼後2時間で寛骨臼内は

フイプリン塊で満たされてしまうことが非観血的脱臼整

復の成功しない理由であると記述されている[1]が，

本例ではその程度も軽度であったかもしれない.

本症例は分娩後2日目の滑走，転倒により脱臼が生じ

たと推測されるが，その時点から左後肢の負重不能およ

び伸張と外転があったとの菓告から，脱臼の発症から脱

臼整復までの経過時間は5日間と思われる.従来脱臼発

症から整復までこのように長時間経過した例で，整復を

試み，なおかつ治癒した報告は見当たらず今後このよう

な症例に対しでも整復を試みる価値がある.

本例の経験から脱臼後時聞が経過した症例でも整復で

きる可能性があり，治癒には軟部組織の損傷を最小限に

止めるため，柔らかいベッドの上での管理などが重要と

なる.今後，受傷後時聞が経過した症例にも整復を試み，

予後規定因子について研究を行っていく必要がある.

本症例では診断および整復の判断は身体検査のみによ

って行ったが， X線撮影を行うことは有用で・ある.子牛

へのX線撮影は可能であるが，成牛への適用は困難で、臨

床現場では実用的ではない.近年，超音波による股関節

部位の映像化する技術が紹介されており ，成牛の股関節

脱臼の診断と整復後の評価への応用についても検討する

必要がある.
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Caudodorsal Coxofemoral Luxation in a Postpartum Dairy Cow : Successful 

Treatment by Closed Reduction 

Taiki SHIMIZUペKiyoshiTAGUCHI and Tamotsu lKENOUCHI 

* Chuo Veterinary Clinical Center， Engaru， A.M.A.A， 194-2 Baro， Yuubetsu-chou， Monbetsu-

gun， 093-0731， Japan 

SUMMARY 

In mature cows coxofemoralluxation can usually be diagnosed by physical examination， and attempted treat-

ment by c10sed reduction in a non-postpartum cow can be performed within 12 hours of luxation. However， a 

four year old postpartum dairy cow， with a history of downer for five days following a slip and fall in a passage， 
was diagnosed with caudodorsal coxofemoralluxation and successfully treated by c10sed reduction. In this case 

we believe the successful outcome was due to the fact that the cow displayed no c1inical signs of milk fever or 
ischiadic paralysis. --Key words : c10sed reduction， coxofemoralluxation， mature cow. 
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